
 



 



虐待防止委員会 2024 年 3月 26 日 11：35～12：05 

出席者：中田、山崎、万木、佐藤、フィッシャー 

 

これまで経験した事例の共有 

・支援学校にて。歯磨きの際、男性教師が「早くしないと鼻に入れちゃうぞ」と言って歯ブラシで鼻を軽くタ
ップした。児童が「先生に歯ブラシを鼻に入れられた」と親に伝えたことで大きな問題となった。取り方によ
っては虐待事例でなくても問題になる。小さなことでも気を付けないといけない。中田 

・保育園にて。1歳児に嫌いな野菜を口をこじ開けて入れる、牛乳を無理やり飲ませるなどの行為を見た。虐待
だと思い園に伝えたが取り合ってもらえなかった。山崎 

・言葉かけなしに子どもを持ち上げて移動させるのは虐待だと思う。山崎 

 ←必要に応じて切っ掛けづくりや危険回避として身体を移動させることは現状あるのではないか。 

本人の意思を踏みにじっていないという意識が常に必要である。万木・中田・佐藤 

・放課後等デイサービスにて。児童が「先生嫌い」と言ったのに対して「先生も嫌い」と児童に言い返した。
家で「先生に嫌いって言われた」と親に伝え問題となった。指導員として日々子どもからの発言で気持ちがい
ら立つことはあるが、感情をコントロールして発する言葉には気を付ける事が必要である。佐藤 

・児童入所施設にて。児童に対して呼び捨てで呼んだり、命令形で高圧的な態度で児童をコントロールしよう
とした事例があることを聞いた。万木 

・あだ名や呼び捨ては基本的にはしない方が良い。中田 

・前職場にて。「家族と仕事どっちが大事なの？」「あなたの子どもがどうなってもいいのよ、休まないで」な
どの暴言があった。フィッシャー 

・職場で気持ちよく休めるようなメイプルになっていったらよいですね。中田 

 

メイプルにて虐待が発生しないようにどうしていくか 

・大〇颯〇さん例にて教育的無視であることをシッカリ意識して対応しましょう。 

・あだ名呼びは避けましょう。メイプルにて事例を見聞きした場合は、お互い声掛けで修正していきましょう 

・職員内での休みの取り方など思いやりを持ってやっていきましょう。 


